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	応用
	抗原情報
	背景
	iNOSは、体全体で多様な機能を持つメッセンジャー分子である一酸化窒素（NO）を産生します。マクロファージにおいて、NOは殺腫瘍作用および殺菌作用を媒介します。iNOSは、体全体で多様な機能を持つメッセンジャー分子である一酸化窒素（NO）を産生します（PubMed:7531687、PubMed:7544004）。マクロファージにおいて、NOは殺腫瘍作用および殺菌作用を媒介します。また、ニトロシラーゼ活性を有し、PTGS2/COX2などの細胞質標的タンパク質のシステインS-ニトロシル化を媒介します（類似性による）。 iNOS-S100A8/9トランスニトロシラーゼ複合体の構成成分として、GAPDHの「Cys-247」における選択的な炎症刺激依存性S-ニトロシル化に関与し、GAIT複合体の活性調節に関与すると考えられており、ANXA5、EZR、MSN、VIMを含む複数の標的を標的としていると考えられます（PubMed:25417112）。炎症に関与し、IL6やIL8などの炎症性メディエーターの合成を促進します（PubMed:19688109）。
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	ヒト胎児脳溶解物中の iNOS 発現のウェスタンブロット分析。

